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西
部
ブ
ロ
ッ
ク
開
催
!!!!

　
「
ぐ
ん
ま
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
」（
同
ブ

ロ
ッ
ク
実
行
委
員
会
、
県
社
会
福
祉

協
議
会
、
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会
主
催
）
が
10
月
18
日
、
高
崎
市

の
「
も
て
な
し
広
場
」
や
「
高
崎
・

地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
」、「
高
松
中
学

校
」
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
女
優
の

荒
木
由
美
子
さ
ん
の
講
演
会
を
は

じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ

た
。

　

本
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
平
成
18

年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
『
第
15
回
全

国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ぐ
ん
ま
』大
会
で
の
成
果
を
継
承
し
、

昨
年
度
よ
り
、
本
県
の
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
振
興
を
図
る
た
め
、

県
内
５
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
持
ち
回
り

な
が
ら
開
催
し
、
本
年
で
第
２
回
目

と
な
っ
た
。

　

準
備
段
階
や
広
報
Ｐ
Ｒ
活
動
、
当

日
の
運
営
ス
タ
ッ
フ
な
ど
に
県
内
の

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
積
極
的
に
参

画
し
、
青
年
層
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
推
進
の
一
助
と
な
っ
た
と
共
に
、

県
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動

の
発
展
と
い
う
点
で
は
特
徴
の
あ
る

大
会
に
な
っ
た
。

　

大
会
テ
ー
マ
の
「
笑
顔
の
か
け
橋
」

は
、『
第
15
回
全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ぐ
ん
ま
』
か
ら
継

承
し
て
お
り
、
テ
ー
マ
の
サ
ブ
タ
イ

ト
ル
で
あ
る
「
や
さ
し
い
な
か
ま
」

は
、
県
内
よ
り
応
募
の
あ
っ
た
作
品

の
中
か
ら
選
考
し
、
決
定
し
た
も
の

で
、
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
の
原
画
同

様
に
様
々
な
も
の
が
、
地
域
住
民
発

の
手
作
り
の
も
の
と
し
て
行
わ
れ
た

大
会
と
な
っ
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
荒
木
さ
ん
が

〝「
家
族
の
絆
」
〜
感
謝
の
気
持
ち
を

言
葉
に
し
よ
う
〜
〞
を
テ
ー
マ
に
、

義
母
の
介
護
体
験
を
語
っ
た
。

　
「
夜
の
徘
徊
な
ど
片
時
も
目
を
離

す
こ
と
が
出
来
ず
大
変
な
苦
労
が

あ
っ
た
」
と
涙
声
で
つ
ら
い
想
い
出

を
披
露
さ
れ
る
と
共
に
「
実
母
で
は

な
く
夫
の
母
だ
っ
た
の
で
、
看
護
師

に
徹
し
て
右
か
ら
左
で
笑
顔
で
接
す

る
こ
と
も
で
き
た
」
と
時
に
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
な
が
ら
、
20
年
間
の
体
験

談
を
話
し
た
。

　

ま
た
、
災
害
時
の
役
割
を
考
え
る

機
会
や
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
を
通
し
て

昭
和
の
歴
史
を
語
る
等
、
日
常
的
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
紹
介
や
地
域

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
広
げ
て
い

く
た
め
の
様
々
な
機
会
と
し
て
６
つ

の
テ
ー
マ
か
ら
な
る
分
科
会
を
開
催

し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
の

推
進
の
た
め
の
研
究
会
を
行
っ
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
も
て
な
し
広
場
で

行
わ
れ
た
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」で
は
、

県
民
の
ふ
れ
あ
い
の
心
の
ふ
れ
あ
う

町
づ
く
り
を
目
指
し
、
西
部
ブ
ロ
ッ

ク
内
の
社
会
福
祉
協
議
会
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
団
体
を
中
心
と
し
た
活

動
紹
介
、
模
擬
店
や
バ
ザ
ー
、
歌
や

ダ
ン
ス
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

特集

に
も
大
勢
の
人
が
参
加
し
、
県
内
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
が
交

流
を
深
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民

活
動
の
啓
発
・
普
及
の
大
き
な
機
会

と
な
っ
た
。

　

来
年
度
は
、
吾
妻
ブ
ロ
ッ
ク
で
の

開
催
を
予
定
し
て
お
り
、
地
域
の
特

性
を
活
か
し
な
が
ら
、
一
層
の
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
の
振
興

の
一
助
と
し
て
参
り
た
い
。

記念講演より

分科会より

ふれあい広場より
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群
馬
県
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き

サ
ロ
ン
推
進
連
絡
会
と
県
社
協
で

は
サ
ロ
ン
の
分
科
会
を
担
当
し
ま

し
た
。

　

ま
ず
始
め
に
、「
生
き
が
い
・
ふ

れ
あ
い
を
求
め
て
〜
サ
ロ
ン
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
」
と
題
し
て
、

高
崎
市
大
類
公
民
館
図
書
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
（
代
表　

羽
鳥
基
子
さ
ん
）

の
皆
様
が
サ
ロ
ン
へ
の
誘
い
出
し

方
、
サ
ロ
ン
の
内
容
な
ど
を
わ
か

り
や
す
く
実
演
し
ま
し
た
。例
え
ば
、

ご
主
人
を
亡
く
し
、
一
人
暮
ら
し

の
女
性
、
定
年
後
の
男
性
等
、
出

た
が
ら
な
い
人
へ
の
声
の
掛
け
方

等
、
日
頃
サ
ロ
ン
活
動
に
携
わ
る

人
に
共
通
す
る
課
題
が
取
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
３
人
の
方
が
事
例
発

表
を
行
い
ま
し
た
。

・
高
崎
市
矢
中
地
区
民
児
協
子
育

て
サ
ロ
ン　

井
上
眞
弓
さ
ん

・
太
田
市
台
之
郷
３
区
い
き
い
き

会
場　

地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
４
階
ホ
ー
ル

「サロンに来てみませんか？」

分
科
会
レ
ポ
ー
ト

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン

　
　
　
　
　
　

〜
元
気
に
楽
し
く
仲
間
を
つ
く
ろ
う
〜

　

平
成
二
十
一
年
の
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と

と
存
じ
ま
す
。
昨
年
は
人
と
人
と
の
心
を
つ
な
ぐ
映
画

「
ふ
み
子
の
海
」
の
上
映
活
動
に
、
市
町
村
社
協
を
始

め
多
く
の
皆
様
の
熱
心
な
ご
協
力
を
頂
き
、
二
万
五
千

人
を
超
え
る
人
た
ち
に
み
て
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

感
動
の
声
が
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

社
会
福
祉
法
人

群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会

会
長　

宮
下
智
満

映
画
か
ら
生
き
る
勇
気
と
福
祉
の
心
を
学
び
、
心
豊
か

な
地
域
づ
く
り
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

年
は
改
ま
り
ま
し
た
が
、
福
祉
を
め
ぐ
る
環
境
は

さ
ら
に
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

特
に
大
き
な
問
題
は
福
祉
・
介
護
人
材
の
不
足
で
す
。

ま
す
ま
す
進
む
高
齢
社
会
の
中
で
、
介
護
の
担
い
手

不
足
は
深
刻
な
問
題
で
す
。
若
い
人
た
ち
が
魅
力
を

感
じ
、
誇
り
と
自
信
を
持
っ
て
働
き
続
け
ら
れ
る
よ

う
な
環
境
を
緊
急
に
整
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
に
も
課
題
は
山
ほ
ど
あ
り
ま
す
。
厳
し
い
環

境
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

社
会
を
め
ざ
し
、
明
る
く
楽
し
く
元
気
よ
く
、
と
も

に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

サ
ロ
ン
大
澤
ク
ラ
子
さ
ん

・
甘
楽
町
お
た
っ
し
ゃ
会　

富
田

文
江
さ
ん

　

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
、
長
続

き
さ
せ
る
に
は
、
人
の
力
、
担
い

手
同
士
の
連
携
が
不
可
欠
と
い
う

こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
挙
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
後
に
参
加
者
全
員
参

加
型
の
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行
い
ま

し
た
。

　

主
な
課
題
と
し
て
挙

げ
ら
れ
た
こ
と
を
い
く

つ
か
紹
介
い
た
し
ま
す
。

・
男
性
の
参
加
者
が
少

な
い
。

・
参
加
者
の
固
定
化
、

本
当
に
参
加
し
て
欲

し
い
人
に
参
加
し
て

も
ら
え
な
い
。

・
担
い
手
が
少
な
い
。

・
区
長
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
が
得
ら
れ

な
い
地
域
が
あ
る
。

い
か
に
協
力
者
に

な
っ
て
も
ら
う
か
。

・
回
覧
板
は
見
な
い
人

が
多
い
。
個
人
あ
て

の
通
知
や
声
掛
け
が

有
効
。

・
昼
間
で
な
く
、
夕
方
に
か
け
て

開
催
し
た
ら
参
加
者
が
増
え
た
。

（
地
域
に
よ
る
）

・
グ
ル
ー
プ
が
嫌
と
い
う
人
を
誘

い
出
す
の
は
難
し
い
。

　

他
、
た
く
さ
ん
の
意
見
が
で
ま

し
た
が
、
ど
こ
の
サ
ロ
ン
も
悩
み

な
が
ら
一
歩
一
歩
進
み
、
地
域
と

の
連
携
を
広
げ
て
い
る
様
子
が
伺

え
ま
し
た
。

「うちのサロンはこんなことやってるよ」
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沼田市認知症にやさしい地域づくりネットワークのシステム
事由発生

沼田警察署

家族での発見に至らず
家族　　近隣住民への情報提供
施設　　施設職員への情報提供

捜索願の受理
捜索活動
専用同報ファックスによる情報提供
携帯電話メールによる情報提供

同報ファックス受信
受信事業所の職員への情報提供
職員等への捜索活動協力依頼
FMリスナーへの情報提供と協力依頼
携帯電話メール受信者活動協力

警察官・本部員等の現場急行
本人確認作業・家族の確認作業

同報ファックスによる構成団体への情報提供

ファックス設置事業所・FM OZE ・携帯メールほか

情報
提供

捜索
協力

発見
保護

発　　見

沼田警察署

発
見
情
報
提
供
・
協
力
お
礼

　

平
成
十
七
年
度
に
構
築
さ
れ
た
沼
田
市
認
知
症
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く

り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
沼
田
市
内
の
関
係
機
関
・
団
体
及
び
関
係
者
の
参

画
の
も
と
、
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
方
々
へ
の
見
守
り
を
は
じ
め
、
緊

急
時
に
お
け
る
支
援
体
制
と
し
て
構
成
団
体
等
の
連
携
と
協
力
に
よ
り
要

援
護
者
の
支
援
に
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、事
由
の
発
生
か
ら
発
見
ま
で
の
シ
ス
テ
ム
を
検
証
し
、本
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
に
行
わ
れ
た
模
擬
徘
徊
訓
練
に
つ
い
て

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

  

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の

  

背
景

　

平
成
十
五
年
に
隣
接
す
る
自
治
体

で
認
知
症
高
齢
者
が
所
在
不
明
に
な

り
懸
命
な
捜
索
活
動
に
も
関
わ
ら
ず

現
在
も
発
見
さ
れ
て
い
な
い
事
故
が

発
生
し
た
。
こ
の
よ
う
な
事
故
を
防

ぐ
た
め
に
は
多
く
の
目
で
日
頃
か
ら

見
守
る
シ
ス
テ
ム
が
重
要
で
あ
る
と

の
認
識
に
も
と
づ
き
、
見
守
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
築
の
た
め
の
事
例
研
究

が
行
わ
れ
た
。

  

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

  

構
築

　

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
沼
田

市
、
沼
田
市
社
協
、
沼
田
市
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
協
議
会
が
中
心
と

な
り
警
察
署
、
広
域
消
防
本
部
、
民

生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
、
福
祉
施

訓練の報告会・反省会

訓練の様子（一番右が徘徊役）

沼
田
市
認
知
症
に
や
さ
し
い

沼
田
市
認
知
症
に
や
さ
し
い

　

地
域
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

地
域
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

設
、
農
協
、
郵
便
局
、
地
元
Ｆ
Ｍ
局

等
三
十
五
の
構
成
機
関
と
六
十
一
の

協
力
機
関
・
企
業
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
団
体
で
構
成
さ
れ
た
。（
現
在
は

四
十
二
の
構
成
機
関
と
百
十
八
協
力

機
関
）

  

フ
ァ
ッ
ク
ス
ネ
ッ
ト
の

  

構
築

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
て
か

ら
は
、
関
係
者
の
機
運
も
高
ま
り
、

同
報
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
よ
り
情
報
の
迅

速
化
を
図
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
進
め

て
い
る
。
現
在
で
は
メ
ー
ル
に
よ
る

配
信
も
同
時
に
実
施
し
て
い
る
。

　

所
在
不
明
者
の
捜
索
は
、
警
察
署

が
窓
口
と
な
り
、
二
十
四
時
間
体
制

で
対
応
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
力
団

体
・
企
業
・
登
録
者
等
へ
一
斉

フ
ァ
ッ
ク
ス
・
一
斉
メ
ー
ル
で
情
報

提
供
し
、
発
見
さ
れ
た
場
合
も
同
様

に
送
信
さ
れ
る
仕
組
み
が
構
築
さ
れ

た
。
ま
た
、
地
元
Ｆ
Ｍ 

Ｏ
Ｚ
Ｅ
の

協
力
に
よ
り
、
放
送
中
の
番
組
を
中

断
し
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。

  

模
擬
徘
徊
訓
練

　

平
成
二
十
年
十
月
十
九
日
午
前
九

時
三
十
分
に
徘
徊
開
始
。

　

想
定
は
、
沼
田
市
内
の
家
族
と
同

居
し
て
い
る
中
度
の
認
知
症
高
齢
者

が
徘
徊
に
よ
り
所
在
不
明
と
な
り
、

家
族
の
捜
索
で
は
発
見
で
き
な
く
な

り
警
察
署
へ
捜
索
を
依
頼
。

　

警
察
で
は
認
知
症
に
や
さ
し
い
地

域
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
成
団
体

に
不
明
時
の
情
報
を
一
斉
送
信
・
一

斉
メ
ー
ル
を
送
り
協
力
を
依
頼
し

た
。 

関
係
者
は
百
㍍
ほ
ど
離
れ
発

見
の
状
況
を
取
材
し
た
り
、
本
部
へ

の
報
告
な
ど
事
由
の
発
生
か
ら
発
見

ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
等
を
分
析
し
た
。

  

今
後
の
課
題

　

前
回
の
徘
徊
訓
練
で
は
、
発
見
情

報
が
ど
こ
か
ら
入
っ
て
く
る
か
を
検

証
し
、
今
回
は
、
徘
徊
者
の
発
見
時

に
お
け
る
接
し
方
に
つ
い
て
を
中
心

に
訓
練
を
行
っ
た
。

　

し
か
し
、
発
見
通
報
し
て
く
れ
た

九
人
の
う
ち
、
五
人
の
方
が
専
門
医

か
ら
対
応
の
指
導
が
あ
っ
た
。

　

住
民
へ
の
認
知
症
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

さ
ら
に
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
や
講

演
会
な
ど
、
住
民
の
理
解
の
た
め
の

啓
発
が
必
要
だ
と
理
解
さ
れ
た
。
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訪
問
国
…
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
４
ヶ
所
を
訪

問
し
、 

行
政
関
係
で
は
「
社
会
保
険

庁
事
務
所
」、
高
齢
者
福
祉
施
設
で

は
「
コ
テ
ィ
カ
リ
オ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
」、
児
童
福
祉
施
設
で
は
「
ス

オ
メ
ノ
ヤ
ン
保
育
園
」、
障
害
者
福

祉
施
設
で
は
「
オ
ー
ラ
・
イ
ン
ス

テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
」を
視
察
し
ま
し
た
。

　

社
会
保
険
庁
事
務
所
で
は
、
い
わ

ゆ
る
北
欧
型
の
〝
高
福
祉
・
高
負

担
〞（
国
民
が
充
実
し
た
福
祉
を
享

受
す
る
た
め
、
高
い
税
金
等
負
担
す

る
こ
と
）
で
あ
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
社

会
保
障
制
度
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

  

国
家
・
地
方
自
治
体
に
よ
る
教

育
・
医
療
・
社
会
福
祉
分
野
の
取
り

組
み
の
中
で
、
予
算
配
分
競
争
が
あ

り
、
教
育
・
医
療
に
関
す
る
予
算
が

優
先
さ
れ
、
社
会
福
祉
、
と
り
わ
け

高
齢
者
福
祉
分
野
に
対
す
る
予
算
を

少
な
く
し
よ
う
と
す
る
考
え
方
が
あ

る
と
の
説
明
は
印
象
的
で
あ
り
ま
し

た
。 民

間
社
会
福
祉
施
設
等
関
係
者
海
外
研
修
報
告

　

ま
た
、高
福
祉
・
高
負
担
に
対
し
、

国
民
か
ら
反
対
意
見
も
あ
る
と
の
こ

と
で
し
た
が
、
一
方
で
「
福
祉
水
準

を
落
と
す
な
。」
と
の
声
も
強
く
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
も
少
子
高
齢
社
会
の

中
で
、
制
度
維
持
を
図
っ
て
い
く
こ

と
に
苦
心
し
て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
教
育
は
、

基
礎
教
育
か
ら
大
学(

全
て
国
立
）

ま
で
、
教
育
費
が
全
額
無
料
と
の
こ

と
で
あ
り
ま
す
が
、
大
学
入
学
等
は

か
な
り
難
関
と
の
こ
と
で
し
た
。
一

方
で
教
育
目
標
は
、「
落
ち
こ
ぼ
れ
を
作

ら
な
い
。」
と
の
説
明
も
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
、
う
つ
病
等
、

こ
こ
ろ
の
病
を
発
病
す
る
人
が
多
い

と
の
こ
と
で
あ
り
、
天
気
も
晴
れ
の

日
が
少
な
く
、
冬
も
寒
い
気
候
や
環

境
で
生
活
し
て
い
る
人
々
の
厳
し
い

現
実
の
一
面
も
感
じ
ま
し
た
。

訪
問
国
…
ド
イ
ツ

　

ド
イ
ツ
で
は
３
ヶ
所
を
訪
問
し
、

行
政
関
係
で
は
福
祉
介
護
保
険
機
関

で
の
「
介
護
保
険
セ
ミ
ナ
ー
」、
障

害
者
福
祉
施
設
で
は
「
レ
ゲ
ン
ス
ワ

グ
ナ
ー
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
」、
高
齢
者
福

祉
施
設
で
は
労
働
者
福
祉
団
体
が
運

営
す
る
「
老
人
ホ
ー
ム
（
Ａ
Ｗ
Ｏ
）」

を
視
察
し
ま
し
た
。
障
害
者
・
高
齢

者
福
祉
施
設
と
も
、
利
用
者
の
考
え

方
、人
権
を
尊
重
し
て
い
る
様
子
が
、

施
設
の
運
営
や
居
室
の
状
況
か
ら
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
日
本

の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
ド
イ
ツ
の
介
護

保
険
制
度
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

ド
イ
ツ
の
介
護
保
険
と
医
療
保
険

は
一
体
と
の
こ
と
で
、
や
は
り
、
在

宅
重
視
の
考
え
で
あ
り
、（
ド
イ
ツ
で

は
家
庭
で
の
介
護
者
に
も
介
護
手
当

を
支
給
し
て
い
る
。）
利
用
者
が
住

み
慣
れ
た
家
庭
や
地
域
で
暮
ら
し
た

い
と
の
要
望
が
多
く
、
そ
の
た
め
、

高
齢
者
の
生
涯
学
習
等
が
盛
ん
で
あ

り
、
介
護
予
防
の
考
え
方
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
重
度
の
要
介
護
者
は
、

在
宅
生
活
は
難
し
い
た
め
、
施
設
も

今
後
倍
増
し
て
い
く
と
の
方
向
で
あ

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
制
度
改
正
後
、

10
年
程
状
況
を
見
な
い
と
、
結
果
や

今
後
の
方
向
は
わ
か
ら
な
い
と
い
う

話
が
印
象
的
で
あ
り
、
利
用
者
や
関

係
者
が
お
互
い
幸
せ
に
な
る
関
係

（
ウ
イ
ン
ウ
イ
ン
の
関
係
）
を
築
く

こ
と
を
理
想
と
し
つ
つ
、
財
政
状
況

が
厳
し
い
中
、
苦
悩
し
な
が
ら
制
度

運
用
し
て
い
る
状
況
が
伝
わ
り
ま
し

た
。

　

研
修
中
、
比
較
的
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
参
加
者
全
員
元
気
で
、
視
察
先

で
は
、質
問
等
も
沢
山
出
さ
れ
、度
々

予
定
時
間
を
過
ぎ
て
ま
で
学
び
取
ろ

う
と
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
勢

に
心
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
せ
っ
か
く
の
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
・
ド
イ
ツ
で
の
海
外
研
修
で
す

の
で
、
参
加
者
皆
さ
ん
が
楽
し
い
研

修
に
し
た
い
と
の
気
持
ち
も
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
視
察
先
の
方
々
も
「
と
て

も
良
い
時
間
が
持
て
た
。」
と
の
ご

あ
い
さ
つ
も
あ
り
、
大
変
充
実
し
た

研
修
が
出
来
た
と
振
り
返
っ
て
お
り
、

そ
し
て
、
私
達
の
研
修
を
た
た
え
る

か
の
よ
う
に
、
帰
り
の
機
窓
か
ら

オ
ー
ロ
ラ
が
見
ら
れ
、
一
層
感
動
深

い
研
修
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
ご
参
加
い
た
だ
い
た
法

人
・
施
設
の
役
職
員
の
皆
様
に
感
謝

し
、
無
事
研
修
を
終
了
し
た
こ
と
を

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

 

団
長　

深
堀　

充

　
　
　

（
群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会

 

常
務
理
事
）

　

平
成
20
年
度
民
間
社
会
福
祉
施
設
等
関
係
者
海
外
研
修
が
、
去
る
11

月
２
日
か
ら
９
日
の
８
日
間
実
施
さ
れ
、
本
会
の
深
堀 

充
常
務
理
事
を

団
長
と
し
た
総
勢
17
名
が
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ド
イ
ツ
を
視
察
し
、
各

種
社
会
福
祉
施
設
等
を
訪
問
し
て
き
ま
し
た
。

フィンランド・オーラインスティテュート
にて

ドイツ・老人ホーム (AWO) にて

フィンランド・社会保険庁事務所にて
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ハ
ー
ト
ｔ
ｏ
ハ
ー
ト

ハ
ー
ト
ｔ
ｏ
ハ
ー
ト

    

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

    
    

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

利
用
支
援
グ
ル
ー
プ
か
ら

〜
セ
ミ
ナ
ー
の
お
知
ら
せ
〜

　

県
社
協
厚
生
事
業
部
会
主
催
に
よ

る
第
十
六
回
ハ
ー
ト
ｔ
ｏ
ハ
ー
ト

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、

十
月
十
七
日
（
金
）、
前
橋
市
総
合

福
祉
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
主
に
障
害
者
施
設
の
利

用
者
を
中
心
に
関
係
者
を
含
め
て
約

３
３
０
名
で
し
た
。

　

今
年
度
は
、
①
県
身
障
連
の
カ
ラ

オ
ケ
大
会
上
位
入
賞
者
（
三
名
）
に

よ
る
熱
唱
、
②
小
田
澄
江
フ
ラ
メ
ン

コ
教
室
の
皆
さ
ん
の
華
麗
で
情
熱
的

な
「
フ
ラ
メ
ン
コ
」、
③
昔
懐
か
し

い
「
高
崎
チ
ン
ド
ン
倶
楽
部
」
に
よ

る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
④
松
本
梅

さ
ん
と
お
弟
子
さ
ん
達
に
よ
る
迫
力

の
「
三
味
線
三
昧
」
と
い
う
素
晴
ら

し
い
内
容
で
、
会
場
は
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

 

（
事
務
局
）

○
福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
解
決
セ
ミ

ナ
ー

・
社
会
福
祉
事
業
者
の
苦
情
解
決
事

業
の
一
層
の
理
解
と
苦
情
解
決
体

制
の
整
備
等
に
つ
い
て
研
鑽
を
深

め
ま
す
。

【
日
時
】
平
成
21
年
１
月
20
日（
火
）

13
時
〜
16
時
25
分

【
会
場
】前
橋
市
総
合
福
祉
会
館
（
前

橋
市
日
吉
町
２
の
17
の
10
）

○
成
年
後
見
人
等
基
礎
研
修
会

・
成
年
後
見
制
度
の
概
要
、手
続
き
、

後
見
人
等
の
職
務
や
身
上
監
護
の

実
務
等
基
礎
知
識
の
研
鑽
。

【
日
時
】
平
成
21
年
２
月
３
日（
火
）

13
時
20
分
〜
16
時
30
分

【
会
場
】県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

（
前
橋
市
新
前
橋
町
13
の
12
）

○
地
域
福
祉
権
利
擁
護
セ
ミ
ナ
ー

・
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
事
業

内
容
に
つ
い
て
改
め
て
振
り
返
り
、

実
践
報
告
を
通
じ
て
事
業
の
推
進

を
図
り
ま
す
。

【
日
時
】
平
成
21
年
２
月
24
日（
火
）

13
時
30
分
〜
16
時

【
会
場
】前
橋
市
総
合
福
祉
会
館
（
前

橋
市
日
吉
町
２
の
17
の
10
）

【
連
絡
先
及
び
申
込
先
】

利
用
支
援
グ
ル
ー
プ
ま
で

　

☎
０
２
７
│
２
５
５
│
６
２
２
６

　

℻
０
２
７
│
２
５
５
│
６
１
７
３

第
十
六
回

　

本
校
は
桐
生
市
の
市
街
地
か
ら
車

で
30
〜
40
分
ほ
ど
の
距
離
に
位
置
し

て
い
ま
す
。
町
の
南
端
を
国
道

１
２
２
号
線
が
通
っ
て
お
り
、
行
楽

シ
ー
ズ
ン
に
は
多
く
の
観
光
客
が
訪

れ
ま
す
。
北
西
に
赤
城
の
黒
檜
山
、

長
七
郎
山
を
仰
ぎ
、
南
東
に
渡
良
瀬

川
が
流
れ
、
多
く
の
高
い
山
々
に
囲

ま
れ
た
自
然
豊
か
な
環
境
の
中
に
あ

り
ま
す
。

福
祉
教
育
の
目
標

　

研
究
主
題
『
思
い
や
り
の
心
を
育

て
る
〜
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て

〜
』
を
設
定
し
て
社
会
福
祉
協
力
校

と
し
て
３
年
間
実
践
を
進
め
て
き
ま

し
た
。｢

思
い
や
り
の
心
を
持
ち
生

命
を
大
切
に
す
る
子
、
よ
り
よ
い
生

活
を
す
る
た
め
に
工
夫
で
き
る
子
、

他
人
の
た
め
に
具
体
的
な
活
動
に
取

り
組
め
る
子｣

の
育
成
を
目
指
す
こ

と
が
福
祉
教
育
の
目
標
で
す
。

取
り
組
み
内
容
の
紹
介

　

活
動
内
容
は
、
１
高
齢
者
と
の
交

流
、
２
福
祉
体
験
学
習
の
推
進
（
４

年
）、
３
校
内
交
流
の
推
進
、
４
花

を
育
て
る
活
動
、
５
人
権
教
育
の
推

進
で
す
。
全
学
年
が
、
生
活
科
や
総

合
的
な
学
習
の
時
間
、
特
別
活
動
な

ど
を
中
心
に
体
験
活
動
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
い
く
つ
か
の

活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　

１
・
２
年
生
は
、
生
活
科
で
さ
つ

ま
い
も
を
育
て
ま
し
た
。
春
に
苗
を

植
え
、
秋
に
町
内
の
高
齢
者
の
方
々

と
一
緒
に
さ
つ
ま
い
も
掘
り
を
し
ま

す
。
そ
の
あ
と
、

あ
や
と
り
な
ど
昔

の
遊
び
を
教
わ
っ

た
り
、
一
緒
に
ふ

か
し
芋
や
給
食
を

食
べ
た
り
と
楽
し

く
ふ
れ
あ
い
交
流

を
し
て
い
ま
す
。

　

運
動
会
で
は
、

地
域
の
高
齢
者
の

方
々
に
全
校
児
童

で
招
待
状
を
書
い

て
い
ま
す
。当
日
は
、

１
・
２
年
生
か
ら
来

場
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
へ
お
礼
の

手
紙
を
読
み
、
花
束
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
４
年
生
は
、
総
合
的
な

学
習
の
時
間
に
、
ブ
ラ
イ
ン
ド

ウ
ォ
ー
ク
や
車
い
す
体
験
を
通
し

て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。
体
験
か
ら
、
目
の
不
自

由
な
人
や
、
足
の
不
自
由
な
人
の

気
持
ち
に
な
っ
て
、
改
め
て
自
分

た
ち
の
生
活
を
ふ
り
返
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
意
見
を
持
つ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
３
学
期
に
は
、
校
区
の

福
祉
施
設
を
訪
問
し
、
劇
や
紙
芝

居
な
ど
を
し
て
、
高
齢
者
の
方
々

と
交
流
を
す
る
予
定
で
す
。

　

本
校
で
は
、学
年
を
越
え
た
「
な

か
よ
し
班
」
を
作
っ
て
い
ま
す
。

な
か
よ
し
集
会
で
は
、
６
年
生
が

中
心
と
な
っ
て
一
緒
に
遊
び
ま
す
。

ま
た
、
年
10
回
ほ
ど
の
た
て
わ
り

掃
除
も
な
か
よ
し
班
で
活
動
し
ま

す
。
秋
に
行
わ
れ
る
な
か
よ
し
遠

足
で
は
、
自
分
た
ち
で
場
所
を
選

択
し
、
隔
年
で
桐
生
市
街
地
と
黒

保
根
町
内
へ
遠
足
に
行
き
ま
す
。

学
年
を
越
え
た
活
動
は
、
下
学
年

を
思
い
や
る
や
さ
し
い
心
と
、
上

学
年
へ
の
あ
こ
が
れ
や
尊
敬
の
気

持
ち
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

３
カ
年
の
成
果
と
課
題

　

以
上
が
本
校
で
の
福
祉
教
育
３

年
間
に
実
践
し
た
活
動
の
一
部
で

す
。
地
域
の
方
々
や
他
学
年
と
の

諸
活
動
の
中
で
の
、
た
く
さ
ん
の

ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
児
童
に
思
い

や
り
の
心
が
育
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
、
さ
ら
に
活
動
を
継
続
し
、

充
実
し
た
も
の
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

さ
つ
ま
い
も

掘
り

運
動
会

な
か
よ
し

　
　
　

遠
足

社会福祉協力校

桐生市立黒保根小学校
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共同募金

http://www.akaihane-gunma.or.jp /

群馬県共同募金会社会福祉
法　　人

前橋市新前橋町13番地の12
群馬県社会福祉総合センター４階
TEL027-255-6596  FAX027-255-6214
e-mail:info@akaihane-gunma.or.jp

赤い羽根 情報赤 い羽 根 情報

今年度もご協力ありがとうございました！
10月1日～12月31日に全国一斉に展開された共同募金運動の結果について、現在、募金額を集計中です。

厳しい経済情勢にもかかわらず、多くの方々にご協力いただき、誠にありがとうございました。
心からお礼申し上げます。

10月１日～12月31日
スローガン『地域の福祉、みんなで参加』

●●●募金のつかいみち●●●
福祉施設や保育園の改修工事、学童クラブの備品整備、
障害者自立活動支援、一人暮らし高齢者への配食サー
ビス・移送サービス、安心安全なまちづくり活動支援

赤 い 羽 根 募 金赤 い 羽 根 募 金

12月１日～12月31日
スローガン『みんなでささえあう　
　　　　　あったかい地域づくり』

●●●募金のつかいみち●●●
市町村社会福祉協議会が行う歳末慰問金品贈呈、おせ
ち料理配食サービス、歳末ふれあい交流会

地域歳末たすけあい募金地域歳末たすけあい募金

12月１日～12月25日
スローガン『あなたのやさしさを』

●●●募金のつかいみち●●●
小規模施設の施設整備・備品整備事業や、養護児童等
の自動車免許取得支援

ＮＨＫ歳末たすけあいＮＨＫ歳末たすけあい

～ありがとうメッセージ～
昭和村デイサービスセンター燦

さん

　楽器購入

○会社などの法人は、寄附金を全額損金算入できます。
○個人の寄附金は、所得税及び住民税に係る寄附金控
除の対象となります。

　この特典を受けるには、所定の領収書により確定申
告をする必要があります。

＊詳細については上記記載の群馬県共同募金会まで＊

共同募金への寄付金には税の特典があります

ご協力、
ありがとう
ございました！

　沢山の楽器を購入するこ
とができ、大変感謝してお
ります。叩く、振るといっ
た簡単なアクションで音が
鳴り、利用者全員が大喜び
しております。初めて見る
楽器もあるようで、新鮮な

体験も味わってもらうことができました。本当にありがと
うございました。 

～ありがとうメッセージ～
沼田市社会福祉協議会白沢支所
子育てサークル支援事業

　白沢町親子サークルま
しゅまろくらぶでは、週に
一度集まっておしゃべりを
したり、遊んだりして親子で
楽しい時間を過ごしてます。
　共同募金の配分により子
供達も楽しい遊具で遊ぶこ

とができてとても嬉しそうです。 



 福祉ぐんま№227（2009　冬号）

8

編集／発行

社会福祉法人 群馬県社会福祉協議会
〒371-8525（専用郵便番号）

群馬県前橋市新前橋町13-12

群馬県社会福祉総合センター内
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デイサービス 燦　髙木　順子さん
　

髙
木
順
子
さ
ん
は
現
在
、
昭
和
村

に
あ
る
社
会
福
祉
法
人 

昭
和
ゆ
た

か
会
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
燦さ

ん

」（
大
竹 

繁 

施
設
長
）
に
勤
務
さ
れ
る
生
活

支
援
員
さ
ん
で
す
。

福
祉
職
を
選
ん
だ
き
っ
か
け
は

　

自
分
が
幼
稚
園
に
通
っ
て
い
た
こ

ろ
、先
生
が
大
好
き
だ
っ
た
ん
で
す
。

そ
れ
で
幼
い
こ
ろ
か
ら
保
育
士
を
目

指
し
て
い
ま
し
た
。
学
校
は
保
育
士

系
の
学
校
だ
っ
た
ん
で
す
。
実
習
に

知
的
障
害
者
の
入
所
施
設
に
い
っ
た

と
こ
ろ
、
そ
こ
で
は
利
用
者
が
の
び

の
び
と
輝
い
て
い
た
ん
で
す
。
職
員

も
「
共
に
生
き
る
」
と
い
う
感
じ
で

し
た
。
魅
力
を
感
じ
た
ん
で
す
ね
。

い
ま
髙
木
さ
ん
は
群
馬
県
介
護
福

祉
士
会
の
会
長
で
も
あ
り
ま
す
ね
。

　

会
長
に
な
っ
て
６
年
目
に
な
り
ま

す
。
９
月
に
全
国
大
会
が
渋
川
市
で

あ
り
、
お
か
げ
さ
ま
で
無
事
に
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
近
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
？

　

十
一
月
三
日
に
行
わ
れ
た
県
民
マ

ラ
ソ
ン
に
利
用
者
さ
ん
と
参
加
し
た

こ
と
で
す
。
約
四
キ
ロ
を
完
走
し
ま

　

取
材
の
当
日
は
、
秋
晴
れ
の
好
天
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
事
業
所
で
行
い
ま
し
た
が
、
予
定
時
刻
よ
り
少
し
押
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
急
ぎ
足
で
仕
事
に
戻
る
髙
木
さ
ん
の
後
姿
は
、
普
段
の
仕
事
ぶ
り
を
映
し
出
し
て
い
る

よ
う
で
し
た
。

　
「
燦
」
の
ま
わ
り
の
木
々
は
こ
れ
か
ら
の
本
格
的
な
冬
に
向
か
っ
て
準
備
を
し
て
い
る
よ

う
で
し
た
。
こ
の
日
の
星
空
は
き
っ
と
美
し
か
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

し
た
。

感
動
し
た
こ
と
は
？

　

た
く
さ
ん
あ
り
す
ぎ
て
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
施
設
の
辺
り
を
歩
い
て
い

て
、
天
気
が
い
い
と
感
動
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
福
祉
職
を
目
指
す
方
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

人
と
の
か
か
わ
り
が
好
き
な
か
た

が
向
い
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

こ
の
仕
事
に
よ
っ
て
、
自
分
の
な

か
で
犠
牲
に
な
る
部
分
も
あ
る
か
と

も
思
い
ま
す
が
、
福
祉
の
仕
事
の
世

界
に
入
る
と
き
の
思
い
・
気
持
ち
を
忘

れ
な
い
で
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
最

後
に
ご
自
身
の
目
標
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

今
い
る
利
用
者
さ
ん
の
目
標
を
実

現
し
て
み
た
い
で
す
。
利
用
者
さ
ん

が
満
足
で
き
る
も
の
を
探
し
て
い

く
こ
と
が
目
標
に
な
る
の
で
し
ょ

う
か
。

冬
号
表
紙素

敵
な
笑
顔

なぜ火災警報器が必要なの
ですか?

火災警報器はどこに取り付けるのですか?

取り付けが義務付けられている所（寝室・階段）
取り付けをおすすめする所（台所・全ての居室）

●既存住宅…平成20年６月１日から義務化スタート!!

住宅用火災警報器を設置して大切な家族を火災から住宅用火災警報器を設置して大切な家族を火災から
守りましょう!守りましょう!


